
【地域学校協働活動推進事業】地域学校協働本部別 実施状況

学　校 3 名

その他 0 名

8/17 教育課程外

(土)

8/22 教育課程外

(木)

1/18 教育課程外

(土)

3/7 教育課程内

(金)

328 20 23 5 4 13 393

◎主 学習支援 3 回　・　体験活動 2 回　・　地域交流 0 回　・　体力健康 0 回　・　学校支援 0 回

○従 学習支援 0 回　・　体験活動 0 回　・　地域交流 1 回　・　体力健康 2 回　・　学校支援 0 回

本部名 「時習館」運営協議会

代表者 田中　法祐 （おやじの会会長）

令和６年度　

学校名 手稲東小学校 【西区】

校長、教頭、教職員

ＰＴＡ 3 名 会長、副会長、役員

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 3 名 おやじの会会長、おやじの会副会長、おやじの会会員

構成

合　計 13 名 （代表者・コーディネーター含む）

地域住民 7 名 おやじの会7

会議開催 4 回 開催月 ５月、７月、11月、２月
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分野：◎主・○従

活動名 活動実施状況
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2 ◎

夏休み「時習館」
（8/22,23の２回実施）

コロナ禍以前に実施していた勉強会を再開。今年は特に夏休みが長いた
め、休み明けに登校する児童らへの意識付けも兼ねて開催。個人の学習
課題や運営で別に用意したプリントに取り組んだ。ミニ児の開館日と合
わせることで参加者を伸ばし、ミニ児職員の支援も得ることができた。
次回以降は地域に広くボランティアを募り、万全の体制としたい。

地
域

教
職
員実施場所 講師／スタッフ・協力者等

1 ◎ ○

川あそび

琴似発寒川にて、ゴムチューブを用いて川下り、水生生物の観察
を実施。児童は学年問わず、保護者も一緒に参加し楽しむこと
で、様々な人と交流しながら身近な川に対する関心を深めること
が出来た。また、野外活動を専門とするNPOに講師をお願いするこ
とで内容の濃い企画を展開できている。

グラウンド 札幌まるやま自然学校

54

3 4 3

琴似発寒川 NPO法人あそベンチャースクール

5729 12

157

ランチルーム ミニ児童会館職員

148 0 6 1 0 2

4 ◎ ○

教えて先輩

0 1

雪遊び

夏の川遊びに続き、NPOに講師を依頼。異学年の児童や保護
者、地域住民の混合チームでスノーフラッグや宝探し、そ
りリレー等の雪遊びを実施。雪に親しむとともに地域と子
どもの交流を深めることができた。 36 8 8 13

7

視聴覚室

◎ ○

125

片目の視力を小学生の頃に亡くした、卒業生でもある講師
を迎え、2022ミスユニバース準グランプリ獲得までの話を
児童は真剣なまなざしで聞き、大きな夢を叶えるために努
力を積み重ねる大切さや将来への希望について深く考えて
いた。

115 0 3 0 0

先輩の風協議会（手稲東小学校同窓会）

5

7

6

8

10

9

※　実施日の（長）は長期休業期間の平日

参加人数合計

実施回数 合計 5 回 （分野分類）


